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実験レポート for JA1YZT／茨城県立太田第一高校 AMC 2020.04.25

「７／１４MHｚ移動用ダイポールアンテナ の製作」

０．概 要：

①『7MHz、14MHz 2 バンド』→エンドローディング
②『展開・撤収が容易＆収納後はポケットサイズ』

③『高効率』 →ダイポールアンテナ

14MHz ｴﾚﾒﾝﾄ ｺｲﾙ 7MHz ｴﾚﾒﾝﾄ

左右対称 5.12m 50μ H±α 0.87m
２ D同軸/BNC ※ 1～ 10W使用を前提

Ⅰ．はじめに：

無線機 KX-2（アンテナチューナー内蔵）用の移動用マルチバンドアンテナの開発。
ロングワイヤ(LW)アンテナではアース対策が困難・エレメント長が 1/2 波長では電圧給
電となってしまい、アンテナチューナーでは対応ができず苦慮。チューナーなしでも使え

るアンテナに落ち着いた。 Stay at Home! 新型コロナウイルスに負けずに電波で外出!!

Ⅱ．制作・実験：

（１）最終完成品 及び 性能評価（VSWR測定値）

※コイルは、ハイバンドではトラップ（阻止）、ローバンドでは延長コイルとして働く

ローバンドではコイルのインダクタンスが大きいほど短く、狭帯域になる
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Ⅲ．移動用お手軽？アンテナ開発記

（１）7.5m（5～ 10m）LW
×：3.5,7MHz、○ 14～ 28MHz

ｴﾚﾒﾝﾄ 20mだと 3.5MHzも OK
◎：GND 線(地面ベタ置き)4 ～ 20 本

○ 1/4～ 1/8λ同調してなくても OK
GND線 5m× 4本 5mとした。
Rig内蔵アンテナチューナー使用 ▲：GND線の収納に時間がかかる

（２）7/14MHz同調、垂直エレメント（5.5m ｸﾞﾗｽﾌｧｲﾊﾞｰ釣り竿を使用。 ×ｶｰﾎﾞﾝ製）

7MHz ｴﾚﾒﾝﾄ 0.75m ◎：同調ｴﾚﾒﾝﾄ →受信感度良好

→簡単にﾁｭｰﾆﾝｸﾞ

ｺｲﾙ(L) 69μ H ▲：GND線の置き方で受信感度
（効率？)が変化

14MHz ｴﾚﾒﾝﾄ 5.38m

○

GND線 5m× 4本
Rig内蔵アンテナチューナー使用

アンテナエレメント部分を、メーカー製ホイップアンテナで実験(GND 線 5m × 4 本)
①MH-14用(ﾐｽﾞﾎ) ○ 14MHzのみ
② CHF412(コメット 7/21用) ○ 7,10,18,21,28MHz × 14,24
③ BNC750(コメット 7～ 50用) ○ 7,14,21,24,28MHz × 10,18

いずれもエレメント長 1.5m程度と短く、効率は無視。
→ GND線やアースが不要な効率の良いアンテナは･･?

（３）7MHz／ 14MHz 2バンドダイポールアンテナ
＜「MMANA」5mh ／銅線／ 50 Ω給電 にてシミュレーション＞

（○＝給電点、左右対称。下図は片側エレメントの寸法）

①トラップ・タイプ ○ 10.7μ H & 12pF
5.26m 2.54m

②ローディングコイル 40μ H ○

5.63 40μ H 1.23

※③ローディングコイル50μH ○

5.45m 50μ H 1.02m

④ローディングコイル 60μ H ○ ｺｲﾙのｲﾝﾀﾞｸﾀﾝｽ

5.38 60μ H 0.87 を大きくすると

先端ｴﾚﾒﾝﾄの寸

⑤ローディングコイル 69μ H ○ 法が大きな周波

5.38 69μ H 0.75 数変化となる。

Ⅳ．参考資料：＊「ワイヤーアンテナ・ハンドブック」(CQ出版社）
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